
令和４年度事務事業評価シート

令和５年３月15日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

事 業 番 号 担 当 課 等 水道課

事 務 事 業 名 配水管整備事業

会計 水道 1 1 2 事 業 開 始 年 度 平成予 算 科 目 コ ー ド

目　　的
　配水機能の適正な維持と漏水等事故の未然防止による安全安心な水道水の安定
供給を図る。

対　　象 　湯河原町上水道区域の受水者

ゆがわら2021プラン
前 期 基 本 計 画

四季彩と暮らしが調和
した安全・安心のまち
づくり

持続可能な生活
環境の構築

上下水道 上水道事業の推
進

上水道の整備

関 連 する 個 別 計 画 　湯河原町水道ビジョン

○

1貧困

10不平等

2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用

Ｐ96 3 Ⅱ 9 (1) ①

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

事業費 44,572,000 47,168,000 54,819,600

内　　容
　老朽化した配水管を毎年定期的・計画的に布設更新する。
　また、漏水等により早急な対応が必要な箇所についても随時対応する。

コ
ス
ト

区  分 令和２年度（決算） 令和３年度（決算） 令和４年度（見込）

人
件
費

常勤職員 2,866,000

人件費合計 4,058,614 4,043,132 4,013,314

2,805,200 2,742,400

36,000,000 39,200,000 44,100,000

その他特定財源

総事業費 48,630,614 51,211,132 58,832,914

会計年度任用職員等 1,192,614 1,237,932 1,270,914

一般財源 12,630,614 12,011,132 14,732,914

財源合計 48,630,614 51,211,132 58,832,914

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

17実行手段

工事箇所数 配水管布設工事 路線 7 7 7

SDGsとの関連
該当なし

9ｲﾝﾌﾗ等

○

11都市 12生産と消費 13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和

水道課(配水管整備事業)



３　令和３年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和５年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

委託・指定管理
導入の可能性 1

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

　水道事業の全体又は施設の維持管理等部分的な第三者委託は可能で
はあるが、費用等も含めて検討する必要があり導入には至っていない。

総 合 評 価 継続（現状維持）
　定期的・計画的に実施し、漏水等の事故を未然
に防ぐよう努めること。

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和４年度の見直し
及び改善

（実績または予定）

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5
　水道法の規定により町（水道事業者）が実施するも
のである。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

5
　老朽化した配水管を定期的・計画的に更新するこ
とで、漏水等の事故に未然に防ぐことができ、水道水
の安定供給が図られている。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 5

　漏水等の事故に対する未然防止と水道水の安定
供給が図られている。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 5

　老朽化している配水管から順次、定期的・計画的に更新する。

令和５年度以降の
方向性

　配水機能の適正な維持と漏水等事故の未然防止による安全安心な水道水の安定
供給を図るため、定期的・計画的に実施していく。

　湯河原町上水道事業給水区域全域が対象である
ため、受益の機会は均等である。

令 和 ３ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

　老朽化した配水管から順次、定期的・計画的に更新した。
　土木課と連携し、合併工事とすることで経費の抑制に努めた。

水道課(配水管整備事業)



令和４年度事務事業評価シート

令和５年３月15日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

事 業 番 号 担 当 課 等 水道課

事 務 事 業 名 浄水場整備事業

事 業 開 始 年 度 平成

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

予 算 科 目 コ ー ド

Ｐ96 3 Ⅱ 9 (1) ①

関 連 する 個 別 計 画 　湯河原町水道ビジョン

会計 水道 1 1 2

ゆがわら2021プラン
前 期 基 本 計 画

四季彩と暮らしが調和
した安全・安心のまち
づくり

持続可能な生活
環境の構築

上下水道

1貧困 2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用

上水道事業の推
進

上水道の整備

○ ○

該当なし

目　　的
　老朽化した浄水場等施設及び設備の更新を実施し、安全安心な水道水の安定供
給を図る。

対　　象 　湯河原町上水道区域の受水者

SDGsとの関連
10不平等 11都市 12生産と消費 13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段

9ｲﾝﾌﾗ等

内　　容 　日々の巡回及び各種点検の結果を基に、計画的に更新する。

コ
ス
ト

区  分 令和２年度（決算） 令和３年度（決算） 令和４年度（見込）

人
件
費

常勤職員 3,582,500 3,506,500 3,428,000

会計年度任用職員等 1,192,614 1,237,932 1,270,914

6,200,000 7,900,000

その他特定財源

事業費 10,393,900 6,259,000 7,933,200

総事業費 15,169,014 11,003,432 12,632,114

人件費合計 4,775,114 4,744,432 4,698,914

県支出金

国庫支出金

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

財
源
内
訳

地方債 10,300,000

一般財源 4,869,014 4,803,432 4,732,114

財源合計 15,169,014 11,003,432 12,632,114

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度

工事箇所数 浄水場整備工事 箇所 3 2 2

目標値

水道課(浄水場整備事業)



３　令和３年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和５年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5
　水道法の規定により町（水道事業者）が実施するも
のである。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

5
　計画的に更新することで、事故を未然に防ぐことが
でき、水道水の安定供給が図られている。

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和４年度の見直し
及び改善

（実績または予定）
　不具合の発生する恐れの高い設備から順次、定期的・計画的に更新する。

令和５年度以降の
方向性

　配水機能の適正な維持と事故の未然防止による安全安心な水道水の安定供給を
図るため、定期的・計画的に実施していくとともに、安全性を高めるため新たな設備
を導入する。

総 合 評 価 継続（現状維持）
　定期的・計画的に実施し、事故を未然に防ぐよう
努めること。

令 和 ３ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点
　不具合の発生する恐れの高い設備から順次、定期的・計画的に更新した。

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

委託・指定管理
導入の可能性 1

　水道事業の全体又は施設の維持管理等部分的な第三者委託は可能で
はあるが、費用等も含めて検討する必要があり導入には至っていない。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 5

　事故に対する未然防止と水道水の安定供給が図ら
れている。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 5

　湯河原町上水道事業給水区域全域が対象である
ため、受益の機会は均等である。

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

水道課(浄水場整備事業)



令和４年度事務事業評価シート

令和５年３月15日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

統合の実現 0 0 1

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

協議回数 2箇月に１回実施 回 8 7 6

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

財源合計 8,347,000 8,479,000 9,359,000

一般財源 8,347,000 8,479,000 9,359,000

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他特定財源

人件費合計 1,433,000 1,753,000 1,714,000

事業費 6,914,000 6,726,000 7,645,000

内　　容 　城堀簡易水道組合と統合に向けた協議を実施する。

コ
ス
ト

区  分 令和２年度（決算） 令和３年度（決算） 令和４年度（見込）

人
件
費

常勤職員 1,433,000 1,753,000 1,714,000

会計年度任用職員等 0 0 0

総事業費 8,347,000 8,479,000 9,359,000

目　　的
　水資源の有効活用、効率的な上水道の供給、統一的な町民サービスの提供及び
水道事業経営の健全化を図るため、町営水道と組合営簡易水道事業との統合を目
指す。

対　　象 　町営水道及び城堀簡易水道の受水者

13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段 該当なし

関 連 する 個 別 計 画 　湯河原町水道ビジョン

SDGsとの関連

1貧困 2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用 9ｲﾝﾌﾗ等

○ ○

10不平等 11都市 12生産と消費

ゆがわら2021プラン
前 期 基 本 計 画

四季彩と暮らしが調和
した安全・安心のまち
づくり

持続可能な生活
環境の構築

上下水道 上水道事業の推
進

簡易水道組合の統合
Ｐ96 3 Ⅱ 9 (1) ②

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

予 算 科 目 コ ー ド 会計 水道 1 1 2

事 業 番 号 担 当 課 等 水道課

事 務 事 業 名 城堀簡易水道統合事業

事 業 開 始 年 度 平成 24

水道課(簡易水道統合事業)



３　令和３年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和５年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和４年度の見直し
及び改善

（実績または予定）

　令和４年６月27日に、統合の日を令和5年4月1日とする「湯河原上水道事業と城堀
簡易水道事業との統合に関する実施協定書」を締結した。

令和５年度以降の
方向性

　令和５年４月１日から町営水道となる城堀簡易水道の施設において、町営水道で
導入済みの遠方監視設備等の施設整備を令和５年度及び令和６年度に実施する。

総 合 評 価 継続（現状維持） 令和６年度に事業完了予定

令 和 ３ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

　令和２年６月に城堀簡易水道事業を町水道事業に統合すること等を定めた「湯河
原町上水道事業と城堀簡易水道事業との統合に関する基本協定書」を締結し、統合
に向けた協議が進められている。

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

委託・指定管理
導入の可能性 3

　一部業務について委託を行っているが、基本的には当事者間の協議によ
り事業が進められるため

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 5

　統合を前提とした協議が継続して実施され、基本
協定書が締結された。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5
　町が事業を譲り受けるため、町が実施する必要が
ある。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

5
　統合に向けた協議は進んでおり、効果は得られて
いる。

水道課(簡易水道統合事業)


